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僕らは戦争を知らない
小泉悠 /監修　Gakken/ 出版　
　なぜ戦争は起こるの ? 日本も昔は戦争をしていたの ? 争
いのない世界のために何ができるの ? 戦争にまつわるギモ
ンをやさしい言葉と図で解説する。日本の中学生とウクライ
ナからの転校生を描いたマンガも収録。出典 TRC MARC

日本の戦争解剖図鑑
拳骨拓史 /著　エクスナレッジ /出版

　日清・日露戦争、第 1 次世界大戦、大東亜戦争…。開国
以降の日本の対外戦争を、戦況図と豊富なイラストで完全図
解。そのとき日本、アジア、欧米で何が起こっていたのかが
ひと目でわかる歴史年表付き。出典 TRC MARC

平
和
と
命
の
尊
さ
を
次
代
へ

特
集
～
戦
後
80
年
～

　
昭
和
20
年（
１
９
４
５
年
）８
月
15
日
。

　
こ
の
日
、
日
本
は
終
戦
を
迎
え
、
今
年

で
戦
後
80
年
に
な
り
ま
す
。

　
戦
争
に
よ
り
、
日
本
で
も
３
０
０
万
人

以
上
が
命
を
落
と
し
、
戦
後
は
深
い
悲
し

み
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
戦
争
を
直
接
経
験
し
た
世
代
が
少
な
く

な
っ
た
今
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
意
識

す
る
機
会
は
減
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
当
時
の
悲
し
み
や
苦
し
み
は

決
し
て
過
去
の
も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち

の
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
す
る
き
っ
か

け
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ど
れ
だ
け
時
が
過
ぎ
て
も
、
平
和
と
命

の
尊
さ
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
、
戦

争
の
教
訓
を
忘
れ
ず
、
未
来
の
平
和
の
た

め
に
語
り
継
ぐ
こ
と
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら

の
世
代
に
必
要
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

瓜連国民学校生
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この夏、読んでみませんか

戦争について
考える書籍
問市立図書館
☎ 029‐352‐1177

ぼくは満員電車で原爆を浴びた
米澤鐡志 /語り　由井りょう子 /文　小学館 /出版

　1945 年 8 月 6 日、広島に原爆が落とされた。爆心地から
750m の満員電車の中で被爆し、奇跡的に生き残った当時
11 歳の著者が、8 月 6 日の自身の体験と、その後に起こっ
たことを語る。出典 TRC MARC

字のないはがき
向田邦子/原作　角田光代/文　西加奈子/絵　小学館/出版

　戦争中、疎開するちいさな妹に、お父さんは「元気な日は、はがき
にまるを書いてポストにいれなさい」と言って、たくさんのはがき
を渡した…。妹と父のエピソードをつづった向田邦子の名エッ
セイを、角田光代と西加奈子が絵本化。出典 TRC MARC

　昭和18年、瓜連駅頭で
行われた瓜連国民学校校長 
平山義重氏の出征見送りの
様子。学校長が第一線へ招
集されることは、このとき
県下のどこにおいても聞か
れていなかったという。

瓜連町長
寺門 正大 氏

瓜連国民学校校長
平山 義重 氏

８月 12日号3



昭
和
20
年
８
月
15
日
は

忘
れ
ら
れ
な
い
日

正
午
か
ら
重
大
な
発
表
が
あ
る

と
知
り
、隣
家
の
ラ
ジ
オ
の
前
で
耳

を
す
ま
せ
て
い
ま
し
た
が
、聞
こ
え

て
く
る
の
は
雑
音
ば
か
り
で
し
た
。

人
々
は
「
本
土
決
戦
が
近
い
。

頑
張
れ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
」
と

言
い
合
い
、
そ
の
場
は
解
散
し
ま

し
た
。
夕
方
、
家
に
来
た
お
じ
か

ら
敗
戦
を
知
ら
さ
れ
、
帰
宅
し
た

父
は
裏
山
の
竹
や
ぶ
で
一
人
泣

き
、
私
も
悔
し
く
て
そ
の
夜
は
眠

れ
な
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

戦
争
当
時
で
一
番
思
い
出
す
こ

と
は
、
菅
谷
国
民
学
校（
現
那
珂

市
菅
谷
）に
通
っ
て
い
た
昭
和
17

年
４
月
、
校
庭
上
空
で
大
き
な
飛

行
機
を
見
た
こ
と
で
す
。
そ
の
と

き
は
、
ま
さ
か
敵
機
と
は
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ら
が
鹿
島
灘

上
空
か
ら
侵
入
し
た
米
軍
の
爆
撃

機
で
あ
っ
た
と
後
に
聞
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
本
土
空
襲
の
始
ま
り

で
も
あ
り
ま
し
た
。
や
が
て
、
日

立
や
勝
田（
現
ひ
た
ち
な
か
市
）

の
工
場
地
帯
は
激
し
い
艦
砲
射
撃

に
さ
ら
さ
れ
、
空
襲
も
激
し
く
な

り
、そ
の
間
に
も
、海
軍
飛
行
予
科

練
習
生（
現
阿
見
町
）と
な
っ
た
国

民
学
校
の
先
輩
が
、
特
攻
隊
と
し

て
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
赤
紙（
召
集
令
状
）が
届

い
た
人
を
見
送
る
た
め
に
、
国
民

学
校
か
ら
軍
歌
を
歌
い
な
が
ら
下

菅
谷
駅（
水
郡
線
）ま
で
行
き
、
国

旗
を
振
っ
た
こ
と
も
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。

下
菅
谷
駅
へ
は
、
出
征
さ
れ
る

か
た
が
た
を
見
送
る
た
め
に
、
何

度
足
を
運
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
ほ

ど
で
す
。
国
民
学
校
の
担
任
の
先

生
に
赤
紙
が
届
き
、
み
ん
な
で
驚

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

戦
争
の
記
憶
を
残
す
た
め
、
戦

時
中
も
那
珂
市
に
暮
ら
し
、
当
時

の
こ
と
を
知
る
檜
山
正
義
さ
ん
か

ら
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

や
が
て
、
ほ
か
の
先
生
が
た
に

も
赤
紙
が
届
く
よ
う
に
な
り
、
私

た
ち
は
そ
う
し
た
不
安
の
中
で
勉

強
を
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
、
ま
わ
り
の
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が「
大
き
く
な
っ
た
ら

兵
隊
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
て
い

た
軍
国
少
年
で
し
た
。
そ
れ
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
い

た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
戦
争
と
い
う
の
は
、

人
の
命
を
奪
っ
て
し
ま
う
も
の
で

す
。本
当
は
、命
こ
そ
が
一
番
大
切

な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
記
憶
を
ど
う
繋
い
で
い
く
か

太
平
洋
戦
争 

簡
易
年
表

戦
争
体
験
者
か
ら
話
を
聞
く

出征兵士を見送る

14
年
９
月

16
年
12
月

17
年
１
月

２
月

４
月

６
月

18
年
２
月

５
月

10
月

19
年
６
月

７
月

８
月

10
月

11
月

20
年
３
月

４
月

5
月

6
月

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発

日
本
軍
、マ
レ
ー
半
島
に
上
陸・

真
珠
湾
を
攻
撃
（
太
平
洋
戦
争

勃
発
）

日
本
軍
、
マ
ニ
ラ
占
領

日
本
軍
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領

米
軍
、
日
本
本
土
初
空
襲

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦

日
本
軍
、ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退

ア
ッ
ツ
島
陥
落

出
陣
学
徒
壮
行
会

連
合
軍
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
に

上
陸

マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦

サ
イ
パ
ン
島
陥
落

テ
ニ
ア
ン
島
陥
落

グ
ア
ム
島
陥
落

レ
イ
テ
沖
海
戦

（
神
風
特
別
攻
撃
隊
、
初
出
撃
）

米
軍
、Ｂ
29
に
よ
る
東
京
初
空
襲

東
京
大
空
襲

硫
黄
島
陥
落

米
軍
、
沖
縄
本
島
に
上
陸

東
京
山
の
手
空
襲

日
立
空
襲

沖
縄
戦
の
組
織
的
戦
闘
が
終
結

昭和昭和昭和 昭和 昭和昭和

ーーーーーーーーーーーーーーーーーー
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「
平
和
」と「
命
」の
大
切
さ
を

若
い
世
代
に
伝
え
る
た
め
に

私
は
戦
後
、大
学
に
進
み
、小
学

校
教
師
と
な
り
ま
し
た
。命
の
大

切
さ
を
若
い
世
代
に
伝
え
る
た
め

に
は
、学
校
で
教
え
る
の
が
最
も
良

い
方
法
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

校
長
に
な
っ
て
か
ら
の
５
年
間

は
、
全
児
童
に
誕
生
日
祝
い
の
は

が
き
を
一
枚
一
枚
手
書
き
で
書
き

ま
し
た
。そ
の
手
紙
に
は
必
ず「
両

親
か
ら
も
ら
っ
た
命
を
大
事
に
」

と
記
し
ま
し
た
。
誰
も
が
軍
国
少

年
だ
っ
た
時
代
の
戒
め
を
込
め
て

の
こ
と
で
し
た
。

戦
争
の
記
憶
が
私
た
ち
に
教
え

て
い
る
最
も
重
要
な
こ
と
は
、「
平

和
」と「
命
の
大
切
さ
」で
す
。

ど
ん
な
に
時
が
経
っ
て
も
、
戦

争
で
失
わ
れ
た
命
は
二
度
と
戻
っ

て
こ
な
い
こ
と
を
心
に
刻
み
続
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

命
を
粗
末
に
せ
ず
、
平
和
の
尊

さ
を
忘
れ
ず
に
生
き
る
こ
と
が
、

私
た
ち
一
人
一
人
の
責
任
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

特
に
次
の
世
代
に
は
、
戦
争
の

悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

平
和
の
大
切
さ
を
し
っ
か
り
と
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
親
か
ら
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
父
母
に
も
そ
れ
ぞ
れ
父

母
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
祖
父
母

に
も
父
母
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

考
え
て
み
る
と
、
自
分
か
ら
三
代

さ
か
の
ぼ
っ
た
だ
け
で
、
14
人
が

私
の
誕
生
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
祖
先
の
力
が
、
私

た
ち
の
命
の
中
に
温
か
く
流
れ
て

い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

自
分
一
人
の
力
で
生
き
て
い
る

の
で
は
な
く
、
命
は
多
く
の
ひ
と

び
と
に
よ
っ
て
繋
が
れ
て
い
る
の

で
す
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
命
を

大
切
に
生
き
る
こ
と
が
い
か
に
重

要
で
あ
る
か
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

最
後
に
、
今
日
の
平
和
と
繁
栄

が
、
先
の
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る

幾
多
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

こ
の
記
憶
を
ど
う
繋
い
で
い
く

か
、
そ
れ
は
私
た
ち
の
責
任
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
政
治
へ
の

関
与
や
選
挙
へ
の
投
票
な
ど
も
、

平
和
を
守
り
続
け
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
行
動
で
す
。
私
た
ち
一
人

一
人
が
、
命
を
大
切
に
し
、
平
和

を
守
り
続
け
る
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
て
行
動
す
る
こ
と

が
、
次
の
世
代
へ
の
大
き
な
贈
り

物
と
な
る
で
し
ょ
う
。

昭和６年生まれ。
太平洋戦争勃発当時、菅谷国民学校４年
生。戦争という過ちを再び犯さないために
は戦争体験を次の世代に語り継ぐ必要
があるとお話しいただいた。

檜山 正義 さん（菅谷）

７
月

８
月
２
日

６
日

９
日

13
日

14
日

15
日

高
萩
・
日
立
・
勝
田
空
襲

米
英
中
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

水
戸
空
襲

米
軍
、
広
島
に
原
子
爆
弾
投
下

米
軍
、
長
崎
に
原
子
爆
弾
投
下

水
郡
線
列
車
攻
撃

（
上
菅
谷
駅
～
下
菅
谷
駅
の
間
）

最
後
の
御
前
会
議

終
戦
の
玉
音
放
送

ーーーーーーー
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国内における令和 6年の小中高生の自殺者数は、529人と統計のある1980年以
降最多の数値となり、深刻な状況です。自殺は、個人の問題と捉えられがちです
が、その多くは「追い込まれた末の死」と言われています。
自殺を他人事とは思わず、誰にでも起こり得ることだと一人一人が認識し、自

分、家族、友人などの小さな変化やサイン、SOSに気付くことが大切です。

周りの人や自分自身の変化に気付いたときには、声をかけたり、誰かに相談し
たりしましょう。

周りの人やご自身に、
こんな変化、ありませんか？

⃝最近、元気がない	 ⃝口数が少なくなった
⃝表情が暗い	 ⃝食欲がない
⃝集中できない	 ⃝眠れていない
⃝否定的な発言が増えた	 ⃝人付き合いを避ける
⃝ミスや注意が増えた	 ⃝いつも疲れている
⃝アルコールやたばこの量が増えた

「自殺予防週間」です
９月10日～16日は、

6

問健康推進課健康増進Ｇ　☎ 029‐270‐8071

なにか力
に

なれるこ
とは

あります
か？

悩
ん
で
い
る
人
へ

周
り
の
人
が

で
き
る
こ
と

　
た
だ
耳
を
傾
け
て
話
を
聴
く
だ

け
で
も
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
も
な
れ
ま
す
、
自
殺
を

防
ぐ
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割

１２

気
付
く

聴
く

Step Step
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
付

い
て
、
声
を
か
け
ま
す
。

話
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

耳
を
傾
け
ま
す
。



８月 12日号7

相談窓口 ー ひとりで悩まないで　あなたの声を聴かせてください ー

不登校、対人関係、社会生活、
治療上の問題、家庭に関する悩
みなど、心の問題全般に関し、
相談に応じています。

いばらきこころの
ホットライン

電話で相談

※ 9：00～12：00、13：00～16：00

☎ 029‐244‐0556月～金

☎ 0120‐236‐556土・日

女性の専門家が対人関係、仕事や家庭などの問題について、あなたの
話をじっくりと聞きます。ぜひ、話をしてみませんか？（予約制）

女性のためのこころのオンライン相談＠いばらき
Zoomで相談

こころが震えるとき、こころが
折れそうに感じるとき、ひとり
で悩まずに電話してください。
相談員が一緒に考えます。

茨城いのちの電話

電話・LINEで相談

☎ 029‐350‐1000
※ 24時間対応

18 歳までの子どもを対象に友人
関係、不登校、いじめ、自分の容
姿や性格に関する悩みなどの相談
に応じています。

子どもホットライン

電話・Eメールで相談

☎ 029‐221‐8181
✉ kodomo@edu.pref.ibaraki.jp
※ �24時間対応（Eメールは返信に 2～
３日かかる場合があります）

※ �自殺予防週間（9/10 ～ 9/16）は毎日実施

第１・３・５土曜日
※ 13：00～ 16：00

聞かせてくれませんか。つらい
気持ち、かなしい気持ち、どう
しようもない気持ち。身近な人
には相談をためらってしまうこ
と。あなたの声を受け止めます。

こころのＳＮＳ相談
＠いばらき

LINEで相談

※ 17：00～ 22：00

こころの悩みを抱えていません
か？精神科医による相談（予約制）
を行っています。

こころの相談

電話で相談

困りごとや悩みなど、どこに相
談したらいいのか分からないと
思ったら、ご相談ください。

ふくし相談センター

電話で相談

××センターが詳
し

いみたいだから相
談

してみませんか？
４

見
守
る

Step
３

つ
な
ぐ

Step
必
要
が
あ
れ
ば
、

早
め
に
専
門
機
関
に
相
談
す

る
よ
う
促
し
ま
す
。

以
前
と
変
わ
ら
な
い
自
然
な

雰
囲
気
で
声
を
か
け
、
焦
ら

ず
に
ほ
ど
よ
い
距
離
感
で
見

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
○
に
あ
っ
て
、
●
時

か
ら
●
時
ま
で
相
談
で

き
る
み
た
い
で
す

※ 8：30～ 17：15（祝日を除く）
☎ 029‐270‐8071月～金

健康推進課健康増進G
（総合保健福祉センターひだまり内）

市社会福祉協議会菅谷分室
（総合保健福祉センターひだまり内）

※ 8：30～ 17：15（祝日を除く）
☎ 029‐298‐8881月～金

ひとりで抱え込まずに
周りに助けを求めるこ
とも大切です。
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お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

相
談

く
ら
し

法
律
相
談

日
時
▼
10
月
21
日
㈫
午
後
１
時
～
５
時

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）１
階
相
談
室

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

相
談
方
法
▼
電
話
ま
た
は
面
談
（
申
込
時

に
お
選
び
く
だ
さ
い
）
相
談
員
▼
弁
護
士

費
用
▼
無
料
（
相
談
１
回
30
分
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、電
話
（
要
予
約
）

申
込
開
始
日
▼
９
月
３
日
㈬

※
同
じ
事
案
の
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�　
　
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
�申行

政
書
士
相
談

日
時
▼
10
月
15
日
㈬
午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）１
階
相
談
室

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま

た
は
法
人　
相
談
内
容
▼
遺
言
、
相
続
や

契
約
、
許
認
可
申
請
な
ど
、
各
種
手
続
き

に
つ
い
て　
相
談
員
▼
行
政
書
士

費
用
▼
無
料
（
相
談
１
回
30
分
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、電
話
（
要
予
約
）

申
込
開
始
日
▼
９
月
３
日
㈬

�申
問
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

こ
こ
ろ
の
相
談

日
時
▼
９
月
12
日
㈮
午
後
１
時
～
５
時

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

対
象
者
▼
市
内
在
住
で
、
心
配
や
悩
み
ご

と
を
抱
え
る
か
た
、
ま
た
は
そ
の
家
族

相
談
員
▼
精
神
科
医
師
、
市
精
神
保
健
福

祉
士　
他　
費
用
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話
、窓
口
受
付
（
要
予
約
）

　
　
健
康
推
進
課
健
康
増
進
Ｇ

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
内
）

☎
０
２
９
‐
２
７
０
‐
８
０
７
１

�申
問茨

城
県
八
士
会
無
料
相
談
会

日
時
▼
９
月
７
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３

時
30
分
（
受
付　
午
後
３
時
ま
で
）

※
当
日
先
着
順

場
所
▼
茨
城
県
産
業
会
館
大
会
議
室
（
水

戸
市
桜
川
２
‐
２
‐
35
）

相
談
内
容
▼
法
律
、
行
政
、税
務
、会
計
、

労
働
・社
会
保
険
、
不
動
産
に
つ
い
て

相
談
員
▼
弁
護
士
、司
法
書
士
、行
政
書

士
、税
理
士
、公
認
会
計
士
、社
会
保
険
労

務
士
、土
地
家
屋
調
査
士
、不
動
産
鑑
定
士

問
茨
城
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

☎
０
２
９
‐
２
５
９
‐
７
４
０
０

後
期
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
無
料
の
歯
科

健
康
診
査

実
施
期
間
▼
９
月
１
日
㈪
～
12
月
31
日
㈬

（
歯
科
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く
）

対
象
者
▼
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
で
、
令
和
６
年
度
に
75
歳
、

80
歳
、85
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
か
た（
施

設
入
所
者
な
ど
を
除
く
）

※
対
象
者
に
は
、
８
月
下
旬
頃
に
案
内
を

送
付
し
ま
す
。
受
診
方
法
や
受
診
場
所
な

ど
の
詳
細
は
、案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
２
９
‐
３
０
９
‐
１
２
１
２

国
勢
調
査

調
査
期
間
▼
９
月
中
旬
～
10
月
下
旬

調
査
項
目
▼
世
帯
や
世
帯
員
に
関
す
る
事

項
16
項
目

回
答
方
法
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
郵
送
、

調
査
員
に
よ
る
回
収

※
調
査
書
類
は
、
調
査
員
が
各
戸
を
訪
問

し
、
配
布
し
ま
す
。

回
答（
提
出
）期
間
▼

⃝

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
推
奨
）

　
９
月
20
日
㈯
～
10
月
８
日
㈬

⃝

郵
送
、
調
査
員
に
よ
る
回
収

　
10
月
１
日
㈬
～
８
日
㈬

そ
の
他
▼

⃝

国
勢
調
査
を
装
っ
た
不
審
な
訪
問
者
や

電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
国
勢
調
査
に

お
い
て
金
融
機
関
の
口
座
番
号
は
調
査
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
金
銭
を
要
求
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝

調
査
員
は
、
そ
の
身
分
を
証
明
す
る
調

査
員
証
な
ど
を
携
行
し
て
い
ま
す
。

問
政
策
企
画
課
政
策
企
画
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

第
１
回
市
内
一
斉
清
掃

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
や
市
内
事
業

所
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
▼
９
月
28
日
㈰

※
開
始
時
間
や
収
集
場
所
な
ど
は
、各
地

区
自
治
会
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ご
不

明
な
場
合
は
、
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
悪
天
候
の
場
合
は
、
10
月
５
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。
延
期
の
場
合
は
、
防
災
行
政

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
環
境
課
環
境
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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令
和
７
年
度

敬
老
行
事

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
し
て
き
た

高
齢
者
を
敬
愛
し
、
そ
の
長
寿
を
祝
う
た

め
、
敬
老
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

開
催
時
期
▼
９
月
～
11
月

行
事
内
容
▼
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

ま
た
は
各
自
治
会
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

（
敬
老
会
開
催
ま
た
は
敬
老
記
念
品
配
布
）

※
具
体
的
な
内
容
や
日
時
な
ど
に
つ
い
て

は
、
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

⃝

神
崎　
☎
０
２
９‐２
７
０‐８
０
０
８

⃝

額
田　
☎
０
２
９‐２
９
５‐６
１
１
０

⃝

菅
谷　
☎
０
２
９‐２
９
５‐７
１
７
５

⃝

五
台　
☎
０
２
９‐３
５
３‐２
６
６
６

⃝

戸
多　
☎
０
２
９‐２
９
７‐０
８
７
７

⃝

芳
野　
☎
０
２
９‐２
９
５‐２
６
７
３

⃝

木
崎　
☎
０
２
９‐２
９
８‐０
７
６
７

⃝

瓜
連　
☎
０
２
９‐２
９
６‐１
１
３
４

問
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

市
役
所
日
曜
開
庁
休
止

休
止
日
▼
９
月
28
日
㈰

※
窓
口
シ
ス
テ
ム
切
り
替
え
の
た
め

問
市
民
課
戸
籍
・
窓
口
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
停
止

停
止
日
時
▼
９
月
26
日
㈮
～
30
日
㈫
終
日

※
窓
口
シ
ス
テ
ム
切
り
替
え
の
た
め

住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
こ
と
つ
い
て

問
市
民
課
戸
籍
・
窓
口
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

所
得
証
明
書
・
課
税
証
明
書
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

問
税
務
課
市
民
税
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

催
し

体
力・運
動
能
力
調
査

　

生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し

て
、体
力
テ
ス
ト
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
▼

⃝

20
～
64
歳
の
か
た

　
９
月
３
日
㈬
午
後
６
時
～
８
時

⃝

65
～
79
歳
の
か
た

　
９
月
13
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
▼
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
ア

リ
ー
ナ

対
象
者
▼
市
内
に
在
住
、
在
勤
の
か
た

内
容
▼
新
体
力
テ
ス
ト
（
握
力
、
上
体
起

こ
し
、
長
座
体
前
屈
な
ど
）

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル　

そ
の
他
▼
年
齢
は
、
４
月
１
日
㈫
現
在
の

も
の
で
す
。医
師
に
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い

る
か
た
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
（
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ

Ｆ
Ｍ
公
園
内
）

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
７
７

※
月
曜
日
休
園
（
祝
日
の
場
合
翌
平
日
）

第
37
回
那
珂
市
民
歩
く
会

日
時
▼
10
月
10
日
㈮
午
前
６
時

集
合
時
間
▼
午
前
５
時
50
分

集
合
場
所
▼
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ
Ｆ
Ｍ
公
園

野
球
場

※
小
雨
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
中
止
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

コ
ー
ス
▼�

群
馬
県
赤
城
大
沼
（
約
４
㎞
）

※
交
通
事
情
や
天
候
に
よ
り
、
コ
ー
ス
、

時
間
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
▼

⃝

市
内
在
住
、在
勤
の
か
た（
学
生
は
除
く
）

⃝

約
４
㎞
を
歩
け
る
か
た
（
あ
る
程
度
の

登
り
下
り
が
あ
り
ま
す
）

※
通
院
し
て
い
る
か
た
は
、主
治
医
の
許
可

を
受
け
て
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
心
肺
に
疾
患
が
あ
る
か
た
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

定
員
▼
80
人

参
加
費
▼
５
千
円
（
交
通
費
、
傷
害
保
険

料
含
む
）

申
込
方
法
▼
電
子
申
請

（
い
ば
ら
き
電
子
申
請
・
届
出

サ
ー
ビ
ス
利
用
）

※
電
子
申
請
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、

な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
ロ
ビ
ー
（
受

付
専
用
窓
口
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
▼
８
月
26
日
㈫
～
９
月
15
日
㈪

注
意
事
項
▼

⃝

９
月
26
日
㈮
ま
で
に
参
加
決
定
通
知

（
抽
選
と
な
っ
た
場
合
は
結
果
）を
Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
電
話
、
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⃝

参
加
費
は
、な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ
Ｆ
Ｍ
公
園

窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
期
間

は
、参
加
決
定
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⃝

申
込
者
数
に
応
じ
て
抽
選
ま
た
は
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

企
画
▼
那
珂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
那
珂
市

ひ
ま
わ
り
山
の
会

主
催
・
手
配
旅
行
業
者
▼

（有）
ア
ー
ル
交
通

（
茨
城
県
知
事
登
録
旅
行
業
務
第
三
‐
六

○
八
号
）

�申
問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
（
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ

ｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
内
）

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
７
７

※
月
曜
日
休
園（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）
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家
庭
生
活
支
援
員

養
成
講
習
会

期
日
▼
10
月
４
日
㈯
・
18
日
㈯
、
11
月
１

日
㈯
・
15
日
㈯
（
全
４
回
）

時
間
▼
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

４
時

場
所
▼
ラ
ー
ク
・
ハ
イ
ツ　
母
子
・
父
子

福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者
▼
ひ
と
り
親
家
庭
の
母・父
、寡
婦

の
か
た

内
容
▼
児
童
の
成
長
と
食
生
活
や
遊
び
、

病
気
や
緊
急
時
の
対
応
と
応
急
処
置
、
乳

幼
児
・
学
童
期
の
発
達
、
現
代
の
子
育
て

事
情
、
保
育
に
つ
い
て

定
員
▼
15
人（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料
▼
無
料
（
交
通
費
は
条
件
に
よ
り

一
部
支
給
）

申
込
方
法
▼
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
申
込
書
は
、
こ
ど
も
課
ま
た
は
当
連
合

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
▼
９
月
５
日
㈮　

そ
の
他
▼
託
児
有
り（
要
事
前
申
し
込
み
）

�申
問
（福）
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
母

子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
４
９
７

FAX
０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
６
１
８

〒
３
１
０
‐
０
０
６
５

水
戸
市
八
幡
町
11
‐
52

※すべての教室は個々の取り組みに応じて効果に違いがあります。無理のないようにご参加願います。

期間▶ 10月～令和８年３月（全 20回）
対象者▶ 18 歳以上のかた　　定員▶各 30人
受講費▶各１万円
申込方法▶電子申請（いばらき電子申請・届出サービス利用）
　　　　　※電子申請が利用できない場合は、なかLuckyFM公園窓口でお申し込みください。
� 　（受付時間 : 午前９時～午後５時）
申込期間▶８月 21日㈭～９月３日㈬
注意事項▶	⃝９月 10日㈬までに受講決定通知（抽選となった場合は結果）をＥメールまたは電話、および市ホームページで　　　　
　　　　　　お知らせします。
� ⃝受講費は、なか LuckyFM公園窓口に持参してください。受付期間は、受講決定通知でお知らせします。
� ⃝申込者数に応じて抽選または中止となる場合があります。
� ⃝申し込みは、市内に在住、在勤、在学のかたを優先して受け付けます。
� ⃝年齢は、10月15日㈬現在のものです。
� ⃝医師に運動を止められているかたはご遠慮ください。
�申問スポーツ推進室（なかLuckyFM公園内）　☎０２９‐２９７‐００７７　※月曜日休園（祝日の場合は翌平日）

令和７年度 後期スポーツ教室
種目・日時▼

種目 日時

ヨガ教室
呼吸・ポーズをバランスよく行うヨガのエクササイズです。

⑴火曜日　午後２時～３時 30分（一部水曜日あり）
⑵金曜日　午前10時～11時30分

パワーストレッチ教室
筋力トレーニング的要素を取り入れ、ボディーメイク効果
や集中力の強化をねらったエクササイズです。

木曜日　午前 10時～ 11時 30分

ピラティス教室
姿勢の矯正や肩こりの解消に効果的なエクササイズです。 木曜日　午後２時～３時 30分

骨盤ストレッチ教室
骨盤のまわりを中心に全身のゆがみを整え、不調の改善を
目指すエクササイズです。

金曜日　午後１時 30分～３時



８月 12日号11

て
ん
か
ん
市
民
講
座

て
ん
か
ん
ー
治
療
と
生
活
で
気
を
つ
け

た
い
こ
と
ー

日
時
▼
９
月
７
日
㈰
午
後
０
時
30
分
～
３

時
30
分
（
開
場　
正
午
）

場
所
▼
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
福
祉
会
館
４
階
大
研
修
室
（
水
戸
市
千

波
町
１
９
１
８
）

講
師
▼

⃝

太
田
正
康
氏（
元
愛
正
会
記
念
茨
城
福

祉
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
神
経
科
医
師
）

⃝

増
田
洋
亮
氏
（
筑
波
大
学
附
属
病
院
脳

神
経
外
科
医
師
）

参
加
費
▼
１
０
０
円
（
資
料
代
）

※
日
本
て
ん
か
ん
協
会
会
員
は
無
料

問
（公社）
日
本
て
ん
か
ん
協
会（
波
の
会
）茨
城

県
支
部　

中
庭
☎
０
２
９
‐
２
５
１
‐
３
２
５
４

那
珂
の
歴
史
を
考
え
る
会
歴
史
講
座

那
珂
地
域
の
歴
史
の
謎
を
追
究
す
る
⑥

日
時
▼
９
月
21
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や

内
容
▼「
菅
谷
新
田
開
発
と
伊
奈
備
前
守
忠

次
の
墓
を
探
る
」

講
師
▼
高
橋
裕
文
氏
（
歴
史
学
博
士
）

定
員
▼
60
人

参
加
費
▼
３
０
０
円（
資
料
代
）

申
込
方
法
▼
電
話

�申
問
那
珂
の
歴
史
を
考
え
る
会

☎
０
９
０
‐
１
５
５
９
‐
６
１
０
２

根
本
正
顕
彰
会「
ゆ
か
り

の
地
を
訪
ね
る
旅
」

根
本
正
ゆ
か
り
の
地
と
水
戸
八
景

期
日
▼
９
月
28
日
㈰

行
き
先
▼
村※

松
晴
嵐
、ナ
キ
ビ
チ
山
、水※

門

帰
帆
、
華
蔵
院
、
巌※

船
夕
照
、
青※

柳
夜
雨

（
※
印
が
つ
い
て
い
る
場
所
が
水
戸
八
景
）

定
員
▼
40
人
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
４
千
円
（
昼
食
代
を
含
む
）

※
小
学
生
以
下
は
半
額

申
込
方
法
▼
郵
送

※
は
が
き
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、電
話
番
号
を
明
記

申
込
期
間
▼
９
月
３
日
㈬
～
12
日
㈮

申
込
先
▼
〒
３
１
１
‐
０
１
１
１

　
　
　
　
那
珂
市
後
台
１
７
５
７
‐
３

　
　
　
　
山
田
正
巳　
行

問
根
本
正
顕
彰
会

仲
田
☎
０
９
０
‐
８
０
３
８
‐
２
０
８
７

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

２
０
２
５
年
度

後
期
公
開
講
座

　
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
の
特
徴
を
い
か

し
た
、
語
学・
カ
ル
チ
ャ
ー・
心
理・
健
康

な
ど
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

申
込
期
間
▼
９
月
８
日
㈪
～
24
日
㈬

※
申
込
方
法
や
講
座
内
容
な
ど
、詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�申
問
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
地
域
・
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
４
‐
52
‐
３
２
１
５

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

日
時
▼
９
月
６
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
30

日
㈫
午
後
４
時

場
所
▼
市
立
図
書
館
１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

お
よ
び
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

内
容
▼
保
存
年
限
が
終
了
し
た
雑
誌
な
ど

の
無
償
配
布　

※
一
人
10
冊
ま
で

※
取
り
置
き
や
設
置
に
つ
い
て
の
希
望
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
持
ち
帰
り
用
の
袋
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
市
立
図
書
館

☎
０
２
９
‐
３
５
２
‐
１
１
７
７

令
和
７
年
度

茨
城
県
移
動
展
覧
会

茨
城
の
美
術
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

期
間
▼
９
月
20
日
㈯
～
28
日
㈰
正
午

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所
▼
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
日
立
市
幸
町
１
‐
21
‐
１
）

入
館
料
▼
無
料

※
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
生
活
文
化
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
８
２
４

か
さ
ま
新
栗
ま
つ
り

期
日
▼
10
月
３
日
㈮
～
５
日
㈰

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
笠
間
芸
術
の
森
公
園
（
笠
間
市
笠

間
２
３
４
５
）

内
容
▼
生
栗
・
焼
き
栗
・
栗
ス
イ
ー
ツ
・

栗
料
理
・
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
の
販
売
、

栗
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
体
験
な
ど

入
場
料
▼
無
料

問
儲
か
る
笠
間
の
栗
産
地
づ
く
り
協
議
会

（
笠
間
市
農
政
課
内
）

☎
０
２
９
６
‐
77
‐
１
１
０
１

お
み
た
ま
花
火
大
会

　
市
制
20
周
年
を
記
念
し
て
、約
８
千
発
の

花
火
が
霞
ケ
浦
湖
上
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

日
時
▼
10
月
４
日
㈯
午
後
６
時
30
分

※
荒
天
の
場
合

は
、
翌
日
に
順

延※
無
料
の
観
覧

会
場
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
小
美
玉
市
商
工
観
光
課

☎
０
２
９
９
‐
48
‐
１
１
１
１



募
集

�申Ｇ…グループ 　　…申し込み・申請・応募・届出　問…問い合わせ　  …Eメール

市
立
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園

募
集
人
数
▼

⃝
�

５
歳
児
（
令
和
２
年
４
月
２
日
～
令
和

３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）　
15
人
程
度

⃝
�

４
歳
児
（
令
和
３
年
４
月
２
日
～
令
和

４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）　
20
人

⃝
�

３
歳
児
（
令
和
４
年
４
月
２
日
～
令
和

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）　
30
人

※
市
に
居
住
し
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

幼
児
ま
た
は
令
和
８
年
3
月
ま
で
に
居
住

す
る
予
定
の
幼
児

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
▼
９
月
29
日
㈪
～
10
月
３
日
㈮

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
幼
稚
園
で
入
園
申
込
書
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。（
転
入
予
定
の
か
た
は
、
建
築

確
認
書
や
賃
貸
契
約
書
の
写
し
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
）

※
施
設
見
学
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
当
園
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�申
問
市
立
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園

☎
０
２
９
‐
２
１
２
‐
３
５
１
５

菅
谷
１
７
４
‐
１

令
和
８
年
度
園
児
募
集

１
号
認
定
園
児

認
定
こ
ど
も
園

大
成
学
園
幼
稚
園

募
集
人
数
▼
⃝
５
歳
児　
若
干
名

　
　
　
　
　
⃝
３
歳
児　
30
人
程
度

受
付
日
時
▼
10
月
１
日
㈬

⃝

５
歳
児　
午
前
８
時
45
分

⃝

３
歳
児　
午
前
10
時

※
保
育
が
必
要
な
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

こ
ど
も
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
願
書
配
布
は
８
月
28
日
㈭
か
ら

　
（
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

入
園
説
明
会
お
よ
び
見
学
会

日
時
▼
９
月
９
日
㈫
午
前
10
時

場
所
▼
当
園
遊
戯
室

駐
車
場
▼
幼
稚
園
第
一
駐
車
場

予
約
方
法
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�申
問
認
定
こ
ど
も
園
大
成
学
園
幼
稚
園

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
１
２
８
８

東
木
倉
９
６
０
‐
２

問
こ
ど
も
課
保
育
Ｇ	

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

ナ
ザ
レ
幼
稚
園

募
集
人
数
▼

⃝

５
歳
児　
　
　
　
5
人

⃝

４
歳
児　
　
　
　
10
人

⃝

３
歳
児　
　
　
　
30
人

⃝

満
３
歳
児
保
育　
10
人

受
付
日
時
▼
10
月
１
日
㈬
か
ら

平
日　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
願
書
配
布
は
９
月
12
日
㈮
か
ら

受
付
場
所
▼
当
園
プ
レ
イ
ル
ー
ム

入
園
説
明
会
お
よ
び
見
学
会

日
時
▼
９
月
17
日
㈬
午
前
10
時

場
所
▼
当
園
ホ
ー
ル

※
施
設
見
学
に
つ
い
て
は
、
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
歳
児
お
預
か
り
事
業

対
象
▼
２
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
お
子
さ
ん

※
事
業
の
見
学
・
説
明
は
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
ど
も
課
ま
た
は
当
園
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�申
問
ナ
ザ
レ
幼
稚
園

☎
０
２
９
‐
２
９
６
‐
１
０
０
０

中
里
３
５
６
‐
１

問
こ
ど
も
課
保
育
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

12



行政相談月間（9/1 ～ 10/31） お困りごとに「聞く耳」あります！

９月の休日当番医

茨城子ども
救急電話相談

＃ 8000
050‐5445‐2856

茨城おとな
救急電話相談

＃ 7119
050‐5445‐2856

救急電話相談（24時間 365日）

日 医療機関名 電話番号

７ 鈴木呼吸器科内科 029‐
353‐2811

14 塙内科消化器科 029‐
295‐2110

15 小宅内科医院 029‐
298‐0050

21 あいざわ循環器内科
クリニック

029‐
229‐1230

23 岩上記念病院 029‐
296‐2066

28 ののがき脳神経外科
クリニック

029‐
352‐0555

▶那珂キッズクリニック小児科（小児科）
　７・21日  　      ☎ 029‐212‐5630

▶時間　9：00～ 11：30
※必ず受診前に電話でご確認ください。

   医療情報ネット（ナビイ）
全国の医療機関・薬局の情報
を検索できます。

市役所　日曜開庁・木曜窓口延長
【日曜開庁】
時間／ 8：30～12：00、13：00～17：15
業務／住民票の写しの交付など
※９月28日は休止
問市民課戸籍・窓口G　 ☎ 029‐298‐1111
【木曜窓口延長】
時間／ 17：15～ 19：30
対応課／�市民課、税務課、収納課、
 介護長寿課、社会福祉課、
 保険課、こども課

令
和
７
年
度

花
壇
づ
く

り
支
援
団
体
募
集

対
象
▼
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
継
続
し
て
取

り
組
む
意
欲
の
あ
る
県
内
の
団
体
・
学
校

支
援
金
▼
１
団
体
あ
た
り
５
万
円
以
内

選
定
方
法
▼
書
類
選
考

応
募
期
限
▼
９
月
30
日
㈫

※
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
チ
ャ
レ
ン
ジ
い
ば
ら
き
県
民
運
動
事
務
局

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
８
１
２
０

８月 12日号13

１
号
認
定
園
児

瓜
連
認
定
こ
ど
も
園

募
集
人
数
▼
◦
５
歳
児　
若
干
名

　
　
　
　
　
◦
３
歳
児　
若
干
名

※
０
～
２
歳
の
保
育
が
必
要
な
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
▼
９
月
29
日
㈪
～
10
月
１
日
㈬

受
付
時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

受
付
場
所
▼
当
園
事
務
室

※
願
書
配
布
は
９
月
１
日
㈪
か
ら

※
見
学
、
説
明
会
は
９
月
１
日
㈪
～
26
日

㈮
に
随
時
行
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
令
和
７
年
度
、満
３
歳
児（
若
干
名
）の
受

け
入
れ
は
11
月
か
ら
段
階
的
に
始
め
ま
す
。

�申
問
瓜
連
認
定
こ
ど
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正しく使うためには？

保守点検
維持管理

浄化槽内の機器、送風機やタイマー
などの点検調査を行います。また、消
毒剤を定期的に補充し、放流先が不
衛生にならないようにします。

３～４か月に１回
※�10人槽以下の家庭
用浄化槽の場合

清掃
維持管理

浄化槽内に溜まった汚泥などを抜き
取ります。

年に１回以上
※�全ばっ気方式は
　６か月に１回以上

法定検査

浄化槽の保守点検・清掃がきちんと
行われ、きれいな水が放流されてい
るかを検査します。（公社）茨城県水
質保全協会（☎029‐291‐4004）に
お申し込みください。

年に１回
※�初回は使い始めて
から３～８か月の
間に１回

　保守点検・清掃・法定検
査が同時に契約できるシス
テムです。保守点検・清掃
が確実に実施され、かつ、
年１回の法定検査で総合的
な管理が行えます。
　契約を仲介する保守点検
業者、清掃業者にお申し込
みください。

※�契約を仲介する業者は、県
ホームページでご確認くだ
さい。

浄化槽一括
契約システム

　浄化槽は微生物などの働きを利用して生活排水をきれいにする装置です。浄化槽の機能を十分に発揮させる
には、定期的な維持管理（保守点検・清掃）と法定検査が必要であり、法律により実施が義務付けられています。
　適正な維持管理と法定検査を行い、浄化槽を正しく使っていただくよう皆さんのご協力をお願いします。

※�単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換を行う場合、市では最大80万2,000円
（5人槽の場合）を助成しています。詳細は、市ホームページをご覧ください。

身近な水環境の保全のため、合併処理浄化槽へ転換しませんか？
　単独処理浄化槽は、トイレからの汚水のみを処理し、台所やお風呂からの生活雑排水
はそのまま放流してしまいます。合併処理浄化槽に転換すると生活雑排水も併せて処理
できるため、放流する汚れの量を1/8 に減らすことができますので、ぜひ、合併処理
浄化槽への転換をお願いします。

問 �市下水道課工務・管理Ｇ
☎ 029‐298‐1111

問 �県環境対策課
☎ 029‐301‐2966

県への問い合わせ

市への問い合わせ

浄化槽をお使いの皆さんへ
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情報掲示板 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮまちの動き

●火災・救急件数【６月分】
　火災▶	 1 件（	 17 件）
　救急▶	 208 件（	1382 件）
※（　）は本年累計
問市消防本部　☎ 029‐295‐2111

●人口【７月１日現在】
　人口▶ 52,811 人	 （－	 34）
　　男▶ 25,947 人	 （－	 7）
　　女▶ 26,864 人	 （－	 27）
世帯数▶ 23,781 世帯	（	 5）
※（　）内は前月比　

今号の表紙

　今号の表紙は、戦時中に撮影
された写真を使用しました。戦争
の記憶を後世に伝え、平和な未
来を願う思いを込めています。

●交通事故件数【６月末現在】
　人身事故▶	 40件
　負 傷 者▶	 48人
　死 	 者▶	 1人

問那珂警察署　☎ 029‐352‐0110
※交通事故・犯罪ともに本年累計

●犯罪件数【６月末現在】
　刑法犯認知件数▶	 159件
　　　住宅侵入窃盗▶	 5件
　　　自 動 車 盗▶	 1件
　　　車上ねらい▶	 7件
　　　自 転 車 盗▶	20件

問市民協働課市民活動G　☎ 029‐298‐1111

令和７年度那珂市市民活動支援事業（市民提案事業）

　市では、協働のまちづくりを推進するため、市と市民による協働の先進事例
となる事業や、団体の安定的な活動の継続と活性化に繋がる活動、２つ以上の
団体が共同で取り組む活動などについて財政的な支援を実施しています。
　５月８日、市民提案事業選考会において申し込み団体による公開プレゼン
テーションが実施され、次のとおり採択されました。

「歴史観光のまち額田」を目指したまちづくり

�額田散策ルートの整備（看板やパネルの制作・据え付け）

◦額田地区まちづくり委員会 継続事業２年目

実施事業名

事業内容

問スポーツ推進室
☎ 029‐297‐0077

©2025JPBF

知的障がい者バドミントン選手権大会で活躍

　第７回日本知的障がい者バドミ
ントン選手権大会において、佐藤
健太さん（津田）が ID７（知的障が
い者）クラスのシングルスで大会
６連覇の選手を破って優勝しまし
た。また、同大会でダブルスでも
２位の成績を収めています。
　この大会は、（一社）日本パラバド
ミントン連盟が主催し、全国から
選手が集まる大会です。佐藤さん
のさらなる活躍が期待されます。

問こども家庭センター　☎ 029‐298‐1111

子育て支援の推進に係る連携協定

　市と生活協同組合パルシステム
茨城 栃木は、７月10日に「子育て
支援の推進に係る連携協定」を締
結しました。
　本協定は、子育て家庭の支援を目
的としており、市内にお住まいの
４～５か月児乳児健康相談に来所
したかたに「おめでとうばこ」の案

内を配布し、希望されたご家庭に同組合より離乳食に使える米粉のそうめんや
国産野菜ブイヨンなどが入った「おめでとうばこ」を市の子育て情報と合わせて
お届けするものです。

８月 12日号15

広告掲載のお申し込みは、行財政改革推進室まで。　※広告の内容は、市が保証や推奨をするものではありません。
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実証期間　10月１日㈬～令和８年３月 31日㈫

マイナ救急の流れ

②�救急隊員がマイナンバーカードを読み取り、
医療情報を確認する

①�傷病者がマイナ保険証の
情報閲覧に同意する

※�救急隊員が閲覧できるのは、
氏名や住所などのカードに記
載されている情報と医療情報
のみです。

　マイナ救急とは、救急隊員がマイナ保険証を活用して正確な病歴やお薬の処方歴などを把握することで、
皆さんをより円滑に医療機関に搬送するための取り組みです。

マイナ救急実証事業を開始
10月１日から

閲覧OK

マイナ救急のメリット
⃝�慌ててしまって思い出せない場合や、会話ができない状態でも
傷病者の情報を正確に伝えることができる
⃝円滑な搬送先の選定や適切な応急処置ができる
⃝搬送先で治療の事前準備ができる

問市消防本部警防課　☎ 029‐295‐2115

マイナンバーカードの携行をお願いします

　本事業にご協力いただくため、マイナンバーカードの保険証登録および携行
をお願いします。マイナンバーカードは持ち歩いても問題のない安全性の高
いカードです。ICチップにはプライバシー性の高い情報は記録されておらず、
紛失時の不正利用を防ぐための対策も講じられています。


